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信仰の父アブラハムに学ぶ 
習志野キリスト教会牧師 山田 祐滋 

 
「信仰によって、アブラハムは、自分が受け継ぐことになる土地に出て行くように召し 

出されると、これに服従し、行き先も知らずに出発したのです」(ヘブライ 11：8)                                                    

「イサクは父アブラハムに、『わたしのお父さん』と呼びかけた。彼が、『ここにいる。

わたしの子よ』と答えると、イサクは言った。『火と薪はここにありますが、焼き尽く 

す献げ物にする小羊はどこにいるのですか』アブラハムは答えた。『わたしの子よ、焼 

き尽くす献げ物の小羊はきっと神が備えてくださる。』二人は一緒に歩いて行った。」 

(創世記 22：7,8)                    

「アブラハムはその場所をヤーウェ・イルエ(主は備えてくださる)と名付けた。そこで、

人々は今日でも『主の山に備えあり』と言っている」(創世記22：14) 

 神様だけが私たち一人一人の前途と必要をを知っておられます。そして、神様は私たちに最

も良き事、最善の時もご計画しておられます。アブラハムは全き信頼をもって、神様にお任せ

しきって、前に向かって進みました。私たちはこの信仰姿勢に倣って、全生涯について神様の

導きを信じ仰ぎましょう。現在の事も将来の事も、私たち信じる者のために神様は祝福を用意

していてくださるからです。今、新型コロナ感染症の恐れが蔓延している中ですが、このよう

な状況の中でこそ、神様から頂いている信仰を大いに発揮し、発動すべき時なのであり、この

メッセージを伝えるツールとして放送伝道がその使命と役割を大いに発揮して欲しいと神さ

まは期待しておられます。 

私たち信じる者たちを愛しておられ、愛する故に導かれる主イエス様の導きの御手を“ギュッ

と”握りしめて、2021年の下半期を主イエス様のご降誕・クリスマスに進んで参りたいもので

す。生活の必要の心配、人間関係での悩み、ありとあらゆる圧し掛かる問題のすべてを主イエ

ス様の御名によって祈り求めて行きさえすれば、解決されない問題はないのです。水を最上質

のぶどう酒に変えられ、また５千人を５つのパンと２匹の魚で養われた主イエス様の足元に座

して、その教えと導きを仰ぎつつ、主イエス様を賛美しましょう。そうすれば、天の平安を己

のものにできるのですから。アーメン。 

 

「信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです」(ヘブライ 11：1) 
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｢千葉ライフ･ライン事務局｣からの 

とれたてホットニュース 
むしろ、心の中でキリストを主とし、聖なる方としなさい。

あなたがたのうちにある希望について説明を求める人に  
は、だれにでも、いつでも弁明出来る用意をしていなさい。（新改訳2017 Ⅰペテロ3：15） 
１．コロナが収束に向かう 
このまま収束してほしいです。ライフ・ライン

では行動制限のため、番組作成のためのインタビ

ューとかが、今まで大変でした。これらへの制限

が緩くなれば、ＰＢＡさんの番組製作が自由にな

って行きます。良い番組ができるよう、お祈りく

ださい。献金も引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 

２． ライフ・ラインＣＭを募集します。 

ライフ・ラインで教会案内をしてみませんか。

ＣＭ料金は、毎月、案内は１回４０００円、教会

案内と番組放映の維持の働きをいたします。 

よろしく、お願いいたします。 

 お申込み、お問い合わせはホームページから、

あるいは、０９０－６７０９－０７２６山本進、

または事務局へ。 

 

３．事務局より 
番組の中でクリスチャンアーティストが用いら

れています。本来は、多くの観客の前で賛美と証

しを通して伝道していますが、コロナ禍で十分発

揮できていないように思われます。それでも、無

観客ライブや番組を通して証ししています。少し

ずつコロナ禍の改善の傾向が見えていますので

対策を十分にしつつ、証しの場が増えることを期

待しています。そのためにも、クリスチャンアー

ティストが主の働きに豊かに用いられるよう、そ

して番組がより多くの方に見ていただけるよう、

祈りとＰＲをよろしくお願いいたします。 

 

放送レスポンス状況 
 毎週放送のレスポンス  
９月   千葉３８通（初めてお便り ５通） 

 聖書通信講座  
 ９月は、１名の方が修了しました。感謝です。受講

は２名です。お祈りください。在主。(山本進) 

                        

＜２０２１年１１月の千葉ライフ・ライン祈祷会＞ 

１１月９日(火)午前１０時半～１２時 の予定 

千葉クリスチャンセンター(ＣＣＣ)ビル３Ｆ 

（〒260-0021千葉市中央区新宿２－８－２ 

連絡先TEL 043-247-3058 事務局） 

＜奉仕とお交わり＞ 
１１月２０日(土)午後１時から、千葉クリスチャン

センタービル３Ｆ、税理士法人グローリア足達会

計事務所(℡043-243-8001)でニュースレター発送

を行います。毎回数名の方がご奉仕してください

ます。お時間を見計らってご奉仕ください。毎回

のご奉仕感謝です。大変助かっています。 
 

＜９月のおたよりから＞ 
（１週目）・紫園香さんが奏で 
るフルートの音色とあゆみの 
生で神様へとみちびかれたお

話を聞いてとても感銘を受けました。紫園さんの
人生での体験を通しての神様への感謝と信頼か
ら今日の心を打つ演奏があるのだと思いました。 
（２週目）・日常的に死を意識するのですが、残
される者が悲しむようなことは嫌だなと思って
いたところ、番組で葬儀が遺族の明日への希望と
いうことが示されていたので、とても安堵を覚え
ました。 
（３週目）・先週の放送で岩井基雄牧師の説教を
聞き涙が出てしまい感銘しました。岩渕夫妻の
「父の涙」は本当に素晴らしい曲で心に滲みまし
た。感謝します。これからも番組を楽しみにして
おります。宜しくお願いします。 
（４週目）・今朝の放送を見て私も教会を訪れて
みようと思いました。 
・いつも優しい言葉にジーンとしてしまいます。
私の元に来なさい。重荷をおろして、ここにやす
らぎあるよ。やさしすぎますね。 
 
＜あとがき＞ 台風１６号、地震と、皆様、大丈

夫だったでしょうか。設備の老朽化にともない、

台風、地震などで壊れるきっかけとなります。点

検と修理が必要です。私たち自身もそうですね。

（山本） 

【 祈 り 】番組制作・必要の満たし・視聴者の増加とたましいの救いのために 
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